
平成 25年 1月 10日 

県・地区躰道協会理事長 各位 

 
日 本 躰 道 協 会 

理事長   工藤善己 

 

 

「第６回世界躰道選手権大会」選手選考に関するご連絡 
 

 

謹啓 酷寒の候、ますますご清祥のことと拝察申し上げます。日頃は大変お世話になっております。 

さて、「第６回世界躰道選手権大会」（平成 25年 7月 31 日～8月 4日(フィンランド）の日本代表選手選考委員会の

発足並びに選考基準が決定致しました。委員長は加藤明彦指導局長に務めて頂きますのでご報告いたします。 

尚、代表選手の選考は、下記の優先選手該当者、各県・地区理事長に推薦された候補者等の中から選考委員会が

決定します。選考会は 3月中に東京近郊で行い、決定は選考選手との調整後平成 25年 3月 31 日までに発表するこ

ととします。 

  

 

《世界大会選手選考基準》 ※人数、チームの枠は予定 

 

【男子・女子個人実戦競技】（各 6 名） 

【男子・女子個人法形競技】（各 6 名） 

 

１：「第 46 回全日本躰道選手権大会」の 1.2.3 位を日本代表選手とする。他は、「第 46 回全日本躰道選手権大会」

のベスト 8、「第 46 回全国学生躰道優勝大会」1.2.3 位、「第 22 回全国社会人躰道優勝大会」1.2.3 位の選手を

選考会にて決定する。希望選手数やその実力がみたないと選考委員会が判断した場合、各県地区からの推薦

や近年の実績を考慮し選考する。 

 

【男子・女子団体実戦競技】（各２チーム） 

 

１：「第 46 回全日本躰道選手権大会」の優勝チームを日本代表の 1チームとする。メンバーが欠けた場合は選考委

員会側で選考したメンバーを補充することとする。もう 1 チームは、個人実戦競技で代表に選ばれた選手で構成

する。人数が不足する場合は、補欠メンバーもしくは各県地区からの推薦や近年の実績を考慮し選考する。 

※両チ－ムのメンバ－構成は選考委員会側で決定する。 

 

【男子・女子団体法形競技】（各２チーム） 

【男子・女子展開競技】 （各２チーム） 

 

１：「第 46 回全日本躰道選手権大会」の優勝チームを日本代表の 1 チームとする。もう 1 チームは、「第 46 回全日

本躰道選手権大会」2.3.4 位、「第 46回全国学生躰道優勝大会」1位のチームの中から実力を加味し、選考

する。 

※上記大会時のチ－ムメンバ－が過半数出場できることを原則とする。 

 

 

★ 特別推薦枠 

 

１：希望選手数やその実力が満たないと選考委員会が判断した競技については、各県地区からの推薦や近年の実

績を考慮し選考する。その場合は、県・地区躰道協会の理事長は上記の基準とは別に特別推薦枠として、候補

選手を推薦することが出来る。但し、推薦できる選手は「第 46回全国学生躰道優勝大会」、「第 22回全国社会人

躰道優勝大会」で 4位までの入賞選手、又はそれに準ずる実力を持つ選手とする。 

選手の決定については選考委員会がこれを検討し決定することとする。 

※ 特別推薦書は規程の用紙を使用し 2 月 6日（水）までに日本躰道協会事務局に提出すること。 

※ 親善大会や、ツアー等の申込に関しましては、別途ご連絡を申し上げます。 

 

                                                              以 上 


